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参考資料

事業項目 事業内容 2010年度実績 2011年度実績
Ⅰ. 無償資金協力事業及び技術協力事業並びに借款事業の適正かつ効率的な実施の促進に資するための活動
I�-1．無償資金協力関連事業
(1)	貧困農民支援調達監理 貧困農民支援調達監理 （新規）8件／（継続）14件 （新規）8件／（継続）5件
(2)	食糧援助調達監理 食糧援助調達監理　　 （新規）19件／（継続）24件 （新規）19件／（継続）25件
(3)	草の根文化無償調査 草の根文化無償要請書解析等 （新規）1件 （新規）1件
(4)	一般文化無償調査 一般文化無償事前調査等　　 （新規）1件 （新規）1件
(5)	文化無償フォローアップ調査・修繕等調査 一般文化無償フォローアップ・修繕等調査 — —
(6)	文化無償実施促進 調達監理業務　　 （新規）15件 （新規）19件

入札補助業務　		 (新規）0件／（継続）4件 (新規）0件／（継続）13件
(7)	ノン・プロジェクト無償調達監理 ノン・プロジェクト無償調達監理 （新規)5件／（継続）40件 （新規)5件／（継続）40件
(8)	緊急無償調達監理 緊急無償調達監理	 (新規）1件／（継続）14件 (新規）2件／（継続）10件
(9)	紛争予防・平和構築無償調達監理 紛争予防・平和構築無償調達監理　 （新規）3件／（継続）6件 （新規）1件／（継続）7件
(10)	防災・災害復興支援無償調達監理 防災・災害復興支援無償調達監理	 （新規)1件／（継続）3件 （新規)0件／（継続）2件
(11)	コミュニティ開発支援無償調達監理 コミュニティ開発支援無償調達監理 （新規)5件／（継続）21件 （新規)6件／（継続）21件
(12)	環境プログラム無償調達監理 環境プログラム無償調達監理	 （新規）46件／（継続）22件 （新規）3件／（継続）65件

(13)	無償資金協力に係る事前の調査 事前の調査（コミュニティ開発支援無償	/	環境プログラム無償/紛
争予防・平和構築無償/貧困農民支援） 11件 17件

I�-2．技術協力関連事業
(1)	機材調達支援 本邦・現地調達支援	 （新規）0件／（継続）1件 （新規）1件／（継続）1件
(2)	医療特別支援 医療特別支援	機材計画調査	 （新規）1件 （新規）0件
(3)	専門家の派遣 専門家派遣 （新規）0人／（継続）1人 （新規）2人／（継続）0人
I�-3．借款関連事業
(1)	借款調達関連書類照合 調達関連書類の照合・業務セミナー	 （新規）2件 （新規）2件
(2)	借款事業強化 借款事業強化	 （新規）1件 （新規）1件

Ⅱ. 国際機関、外国政府及びその他の国際協力に携わる機関が実施する国際協力事業の適正かつ効率的な実施の促進に資するための活動
国際機関等事業 国際機関等事業 （新規）0件／ (継続）4件 （新規）1件／ (継続）4件

Ⅲ. フォローアップ及びアフターケア活動

医療情報センター運営 無償資金協力医療機材等	
維持管理情報センター （新規）1件 （新規）1件

Ⅳ. 国際協力事業を効果的に実施するための調査・研究
無償基礎調査 無償基礎調査	 （新規）1件 （新規）0件

Ⅴ. 国際協力事業推進のための啓発・支援活動
広報活動 ホームページ更新 随時 随時

広報誌「JICS	REPORT」発行 4回 4回
年報発行 和・英版 和・英版
国際協力関連情報誌記事掲載 随時 随時
国際協力イベント出展 3回 2回
事業紹介用ビデオ・DVD作成 — —

Ⅵ-1. その他本財団の目的を達成するために必要な事業
NGO支援 支援団体の審査・決定および活動資金の支援 13団体 14団体
プロジェクト支援事業 JICS調達監理業務実施プロジェクトへ必要な備品・図書等の寄贈 12件 0件

Ⅵ-2. 
経済産業省補助金事業 経済産業省補助金事業 1件 1件
輸送業者選定支援事業 JETRO輸送業者選定支援事業 0件 1件
調達実施促進支援業務 調達実施促進支援業務 0件 1件

2011年度 事業報告
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参考資料

2011年度 収支計算書
（2011年4月1日から2012年3月31日まで）

科目 予算額 決算額 差異

Ⅰ 事業活動収支の部

1.	事業活動収入
	①基本財産運用収入 3,815,000 3,838,376 △	23,376
				　基本財産利息収入 3,815,000 3,838,376 △	23,376

	②事業収入 4,014,334,362 2,903,858,177 1,110,476,185
				　無償資金協力関連事業収入 3,589,884,528 2,368,131,916 1,221,752,612
				　技術協力関連事業収入 272,000,000 372,258,546 △	100,258,546
				　借款関連事業収入 87,780,000 86,720,500 1,059,500
				　国際機関等関連事業収入 37,327,834 43,540,051 △	6,212,217
				　その他受託事業収入 27,000,000 30,580,975 △	3,580,975
				　雑収入 342,000 2,626,189 △	2,284,189

    　事業活動収入計（Ａ） 4,018,149,362 2,907,696,553 1,110,452,809

2.	事業活動支出
	①事業費支出 3,241,588,429 2,256,501,428 985,087,001
				　無償資金協力関連事業費支出 1,279,438,733 723,115,099 556,323,634
				　技術協力関連事業費支出 37,376,000 43,813,267 △	6,437,267
				　借款関連事業費支出 32,635,400 27,249,399 5,386,001
				　国際機関等関連事業費支出 8,245,920 11,941,763 △	3,695,843
				　その他受託事業支出 23,640,000 20,644,722 2,995,278
				　広報等事業費支出 26,241,600 13,246,393 12,995,207
				　NGO活動支援事業費支出 11,368,000 10,042,266 1,325,734
				　プロジェクト支援事業費支出 6,000,000 0 6,000,000
				　情報基盤整備費支出 287,289,010 140,588,805 146,700,205
				　事業部人件費支出 1,514,860,990 1,244,239,169 270,621,821
				　共通事業費支出 14,492,776 21,620,545 △	7,127,769

	②管理費支出 658,598,802 570,599,466 87,999,336
				　人件費支出 300,022,749 252,455,126 47,567,623
				　一般管理費支出 358,576,053 318,144,340 40,431,713
    　事業活動支出計（Ｂ） 3,900,187,231 2,827,100,894 1,073,086,337
    　　事業活動収支差額（Ｃ）=（Ａ）−（Ｂ） 117,962,131 80,595,659 37,366,472

Ⅱ 投資活動収支の部

1.	投資活動収入
	①基本財産取崩収入 0 137,000,000 △	137,000,000
	②特定資産取崩収入 22,000,000 22,000,000 0
	③固定資産売却収入 3,400,000 3,370,390 29,610
	④敷金・保証金戻り収入 33,629,382 34,801,149 △	1,171,767
 投資活動収入計（Ｄ） 59,029,382 197,171,539 △ 138,142,157

2.	投資活動支出
	①基本財産取得支出 0 137,000,000 △	137,000,000
	②特定資産支出 11,300,500 11,152,625 147,875
	③固定資産取得支出 32,400,000 30,938,730 1,461,270
	④敷金・保証金支出 1,500,000 682,072 817,928
 投資活動支出計（Ｅ） 45,200,500 179,773,427 △ 134,572,927
 　　投資活動収支差額（Ｆ）=（Ｄ）−（Ｅ） 13,828,882 17,398,112 △ 3,569,230

Ⅲ 財務活動収支の部

1.	財務活動収入
	①リース債務収入 0 14,600,560 △	14,600,560
 財務活動収入計（Ｇ） 0 14,600,560 △ 14,600,560

2.	財務活動支出
	①リース債務返済支出 0 2,163,918 △	2,163,918
 財務活動支出計（Ｈ） 0 2,163,918 △ 2,163,918
 　　財務活動収支差額（I）=（G）−（H） 0 12,436,642 △ 12,436,642

 　　当期収支差額（J）=（Ｃ）+（Ｆ）+（I） 131,791,013 110,430,413 21,360,600
 　　前期繰越収支差額（K） 140,462,235 218,598,635 △ 78,136,400
 　　次期繰越収支差額（J）＋（K） 272,253,248 329,029,048 △ 56,775,800

（単位：円）
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参考資料

2011年度 貸借対照表
（2012年3月31日現在）

科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産
				　現金預金 273,301,737 187,336,824 85,964,913
				　未収金 194,645,884 186,365,146 8,280,738
				　前払費用 25,579,402 27,760,666 △2,181,264
				　立替金 0 33,420 △33,420
				　仮払金 33,942,013 39,809,139 △5,867,126
 流動資産合計 527,469,036 441,305,195 86,163,841

2. 固定資産
	（1）基本財産
				　基本財産積立預金 137,000,000 137,000,000 0
				　基本財産投資有価証券 250,000,000 250,000,000 0
    　基本財産合計 387,000,000 387,000,000 0
	（2）特定資産
				　NGO支援積立資産 10,000,000 10,000,000 0
				　案件形成･事業開拓等積立資産 0 12,000,000 △12,000,000
				　役員退職慰労引当資産 1,909,500 756,875 1,152,625
    　特定資産合計 11,909,500 22,756,875 △10,847,375
	（3）その他固定資産
				　車輌運搬具 10,005,858 14,581,286 △4,575,428
				　建物附属設備 75,314,390 93,377,180 △18,062,790
				　什器備品 18,453,117 30,911,480 △12,458,363
				　ソフトウエア 76,101,146 105,795,011 △29,693,865
				　敷金･保証金 114,232,963 148,352,040 △34,119,077
				　長期前払費用 13,789,512 11,413,156 2,376,356
				　前払年金費用 87,053,654 3,069,983 83,983,671
				　投資有価証券 3,181,335 3,956,731 △775,396
				　リース資産 11,862,669 0 11,862,669
    　その他固定資産合計 409,994,644 411,456,867 △1,462,223
 固定資産合計 808,904,144 821,213,742 △12,309,598
 資産合計① 1,336,373,180 1,262,518,937 73,854,243

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債
				　未払金 102,328,933 140,111,269 △37,782,336
				　業務損失引当金 0 73,714,040 △73,714,040
				　賞与引当金 75,973,804 72,750,716 3,223,088
				　仮受金 2,791,936 0 2,791,936
				　預り金 17,345,315 9,844,575 7,500,740
				　短期リース債務 3,631,429 0 3,631,429
 流動負債合計 202,071,417 296,420,600 △94,349,183

2. 固定負債
				　役員退職慰労引当金 1,909,500 756,875 1,152,625
				　長期リース債務 8,805,213 0 8,805,213
 固定負債合計 10,714,713 756,875 9,957,838
 負債合計② 212,786,130 297,177,475 △84,391,345

Ⅲ 正味財産の部

1. 指定正味財産
				　出捐金 372,000,000 372,000,000 0
	指定正味財産合計 372,000,000 372,000,000 0
				　（うち基本財産への充当額） (372,000,000) (372,000,000) (0)

2. 一般正味財産 751,587,050 593,341,462 158,245,588
				　（うち基本財産への充当額） (15,000,000) (15,000,000) (0)
				　（うち特定資産への充当額） (10,000,000) (22,000,000) (△12,000,000)
 正味財産合計① − ② 1,123,587,050 965,341,462 158,245,588
 負債及び正味財産合計 1,336,373,180 1,262,518,937 73,854,243

（単位：円）



2
0
1
1
年
度 

正
味
財
産
増
減
計
算
書

	48 日本国際協力システム	年報2011

参考資料

2011年度 正味財産増減計算書
（2011年4月1日から2012年3月31日まで）

科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
	（1）経常収益　
　　　①基本財産運用益 3,062,980 3,295,724 △232,744
　　　　　基本財産受取利息 3,062,980 3,295,724 △232,744
　　　②事業収益 2,903,873,686 3,196,769,369 △292,895,683
　　　　　無償資金協力関連事業収益 2,368,131,916 2,809,521,006 △441,389,090
　　　　　技術協力関連事業収益 372,258,546 187,957,392 184,301,154
　　　　　借款関連事業収益 86,720,500 90,232,950 △3,512,450
　　　　　無償資金協力調査・研究事業収益 0 5,988,000 △5,988,000
　　　　　国際機関等関連事業収益 43,540,051 102,058,619 △58,518,568
　　　　　その他受託事業収益 30,580,975 0 30,580,975
　　　　　雑収益 2,641,698 1,011,402 1,630,296
　　　③受取補助金等 0 24,394,603 △24,394,603
　　　　　受取国庫補助金 0 24,394,603 △24,394,603
　　　経常収益計（Ａ） 2,906,936,666 3,224,459,696 △317,523,030
	（2）経常費用
　　　①事業費 2,324,017,419 2,968,247,257 △644,229,838
　　　　　無償資金協力関連事業費 732,553,456 1,140,732,535 △408,179,079
　　　　　技術協力関連事業費 43,813,267 42,706,930 1,106,337
　　　　　借款関連事業費 27,249,399 30,954,285 △3,704,886
　　　　　無償資金協力調査・研究事業費 0 580,000 △580,000
　　　　　国際機関等関連事業費 11,941,763 12,037,709 △95,946
　　　　　その他受託事業費 20,644,722 20,601,527 43,195
　　　　　広報等事業費 13,246,393 32,349,581 △19,103,188
　　　　　NGO活動支援事業費 10,042,266 11,475,483 △1,433,217
　　　　　プロジェクト支援事業費 0 8,059,700 △8,059,700
　　　　　情報基盤整備費 141,549,197 162,849,775 △21,300,578
　　　　　事業部人件費 1,244,239,169 1,424,382,139 △180,142,970
　　　　　共通事業費 78,737,787 81,517,593 △2,779,806
　　　②管理費 583,403,456 663,662,609 △80,259,153
　　　　　人件費 253,607,751 272,512,328 △18,904,577
　　　　　一般管理費 329,795,705 391,150,281 △61,354,576
　　　経常費用計（Ｂ） 2,907,420,875 3,631,909,866 △724,488,991
　　　　　　当期経常増減額（Ｃ）=（Ａ）−（Ｂ） △484,209 △407,450,170 406,965,961
2. 経常外増減の部
	（1）経常外収益　

　　　①固定資産売却益 1,480,329 2,964,015 △1,483,686
　　　②前払年金費用増加益 83,983,671 0 83,983,671
　　　③業務損失引当金戻入益 73,714,040 0 73,714,040
　　　経常外収益計 159,178,040 2,964,015 156,214,025
	（2）経常外費用　

　　　①固定資産売却損 207,859 88,270 119,589
　　　②固定資産除却損 240,384 8,363,075 △8,122,691
　　　経常外費用計 448,243 8,451,345 △8,003,102
　　　　　　当期経常外増減額（Ｄ） 158,729,797 △5,487,330 164,217,127
　　　　　　当期一般正味財産増減額（Ｅ）=（Ｃ）+（Ｄ） 158,245,588 △412,937,500 571,183,088
　　　　　　一般正味財産期首残高（Ｆ） 593,341,462 1,006,278,962 △412,937,500
　　　　　　一般正味財産期末残高（Ｇ）=（Ｅ）+（Ｆ） 751,587,050 593,341,462 158,245,588

Ⅱ 指定正味財産増減の部
　　　①基本財産運用益 3,550,676 3,550,000 676
　　　　　基本財産受取利息 3,550,676 3,550,000 676
　　　②一般正味財産への振替額 △3,550,676 △3,550,000 △676
　　　　　一般正味財産への振替額 △3,550,676 △3,550,000 △676
　　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　　　指定正味財産期首残高 372,000,000 372,000,000 0
　　　　　　指定正味財産期末残高（Ｈ） 372,000,000 372,000,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高（Ｇ）+（Ｈ） 1,123,587,050 965,341,462 158,245,588

（単位：円）
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2011年度 キャッシュ・フロー計算書
（2011年4月1日から2012年3月31日まで）

科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ 事業活動によるキャッシュ・フロー

1. 当期一般正味財産増減額 158,245,588 △	412,937,500 571,183,088
2. キャッシュ・フローへの調整額
　　　①減価償却費及び長期前払費用の償却額 79,167,356 104,000,015 △	24,832,659
　　　②業務損失引当金の増減額 △	73,714,040 0 △	73,714,040
　　　③賞与引当金の増減額 3,223,088 △	5,967,142 9,190,230
　　　④役員退職慰労引当金の増減額 1,152,625 △	5,449,000 6,601,625
　　　⑤為替換算差額 △	1,223 859 △	2,082
　　　⑥未収金の増減額 △	8,280,738 495,860,197 △	504,140,935
　　　⑦前払費用の増減額 2,181,264 △	2,722,367 4,903,631
　　　⑧立替金の増減額 33,420 △	6,830 40,250
　　　⑨仮払金の増減額 5,867,126 12,607,022 △	6,739,896
　　　⑩未払金の増減額 △	37,782,336 △	168,537,913 130,755,577
　　　⑪仮受金の増減額 2,791,936 0 2,791,936
　　　⑫預り金の増減額 7,500,740 △	668,538 8,169,278
　　　⑬前払年金費用の増減額 △	83,983,671 0 △	83,983,671
　　　⑭投資有価証券の償却額 775,396 773,276 2,120
　　　⑮固定資産売却益 △	1,480,329 △	3,035,537 1,555,208
　　　⑯固定資産売却損 207,859 135,637 72,222
　　　⑰固定資産除却損 240,384 8,415,449 △	8,175,065
　　　　　小計 △	102,101,143 435,405,128 △	537,506,271
　　　　　事業活動によるキャッシュ・フロー 56,144,445 22,467,628 33,676,817

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1. 投資活動収入
　　　①基本財産取崩収入 137,000,000 0 137,000,000
　　　②特定資産取崩収入 22,000,000 246,626,733 △	224,626,733
　　　③固定資産売却収入 3,354,881 7,906,479 △	4,551,598
　　　④敷金･保証金戻り収入 34,801,149 11,653,273 23,147,876
　　　　　投資活動収入計 197,156,030 266,186,485 △	69,030,455
2. 投資活動支出
　　　①基本財産取得支出 137,000,000 0 137,000,000
　　　②特定資産支出 11,152,625 10,756,875 395,750
　　　③固定資産取得支出 30,938,730 78,409,569 △	47,470,839
　　　④敷金・保証金支出 682,072 1,039,195 △	357,123
　　　　　投資活動支出計 179,773,427 90,205,639 89,567,788
　　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー 17,382,603 175,980,846 △ 158,598,243

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1. 財務活動収入
　　　①リース債務収入 14,600,560 0 14,600,560
　　　　　財務活動収入計 14,600,560 0 14,600,560
2. 財務活動支出
　　　①短期借入金支出 0 60,000,000 △	60,000,000
　　　②リース債務返済支出 2,163,918 0 2,163,918
　　　　　財務活動支出計 2,163,918 60,000,000 △	57,836,082
　　　　　財務活動によるキャッシュ・フロー 12,436,642 △ 60,000,000 72,436,642

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 1,223 △ 859 2,082

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 85,964,913 138,447,615 △ 52,482,702

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 187,336,824 48,889,209 138,447,615

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 273,301,737 187,336,824 85,964,913
（注）	　資金の範囲:	資金の範囲には、現金及び現金同等物を含めている。

（単位：円）
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沿革

1989年 4月 設立（2部4課体制）

4月 [事務所　新宿区市谷本村町　経済協力センタービル]

8月 技術協力仕様書作成業務、食糧増産援助実施促進調査を開始

12月 無償資金協力現地確認調査を開始

1990年 1月 無償資金協力フォローアップ調査を開始

4月 無償資金協力調達監理業務を開始

11月 技術協力供与機材購送業務を開始

1991年 4月 少額資機材供与事業を開始

11月 組織改編を実施（3部6課体制）

1992年 1月 技術協力専門家携行機材購送業務を開始

9月 無償資金協力長期調査員派遣を開始

1993年 10月 文化無償業務、	ノン・プロジェクト無償業務を開始

1994年 2月 事務所移転　[新宿区西新宿　新宿三井ビル]

4月 組織改編を実施（3部5課5室体制）

1996年 3月 事務所移転　[渋谷区代々木　新宿三信ビル]

1997年 7月 子どもの健康無償業務を開始

1998年 1月 食糧増産援助調達監理業務を開始

3月 緊急無償業務を開始

1999年 2月 無償資金協力医療機材等維持管理情報センターを設置

7月 組織改編を実施（3部1室13課体制）

10月 NGO支援事業を開始

2001年 4月 寄附行為の一部変更

2002年 4月 研究支援無償業務を開始

6月 食糧援助調達監理業務を開始

2003年 3月 紛争予防・平和構築無償業務を開始

4月 事務所移転　[新宿区富久町　新宿EASTビル]

5月 組織改編を実施（3部11課体制）

10月 日本NGO支援無償業務を開始

組織改編を実施（2室3部8課体制）

2004年 6月 組織改編を実施（3室2部3課体制）

2006年 8月 防災・災害復興支援無償業務を開始

12月 コミュニティ開発支援無償業務を開始

2007年 1月 経営企画準備室を設置

4月 寄附行為の一部変更

2008年 10月 組織改編を実施（4室3部11課体制）

2009年 4月 環境プログラム無償業務を開始

7月 特別業務室を設置

2012年 4月 一般財団法人（非営利型）へ移行

組織改編を実施（2室5部18課体制）
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役員・評議員

役員・会計監査人　2012年6月27日現在　五十音順（代表理事・業務執行理事除く）　

役職 氏名 現職 
代表理事 仲谷　徹 一般財団法人日本国際協力システム	代表理事

業務執行理事 江塚　利幸 一般財団法人日本国際協力システム	業務執行理事

理事 井島　稔 特定非営利活動法人住環境創造支援協会　常務理事

理事 木谷　豊 キッコーマン株式会社　常勤顧問

理事 矢澤　澄子 国際女性の地位協会　総括理事

監事 樋之口　毅 樋之口毅税理士事務所	所長

監事 政木　道夫 シティユーワ法律事務所　弁護士

会計監査人 都井　清史 公認会計士

評議員　2012年6月27日現在　五十音順（会長を除く）　	

役職 氏名 現職 
評議員会会長 平木　俊一 日本経済性評価研究所	所長	

評議員 有田　典代 国際文化交流協会	事務局長

評議員 沢　雄一 株式会社三菱東京UFJ銀行	経済協力部長

評議員 鈴木　一 一般社団法人海外建設協会	副会長	兼	専務理事

評議員 竹内　正興 一般財団法人国際開発センター	理事長

評議員 栩木　 誠 埼玉大学教養学部	講師、学習院大学経済学部	講師、ジャーナリスト

評議員 柳澤　賢一 独立行政法人国際交流基金	総務部長

評議員 山野　幸子 財団法人日本国際協力センター	専務理事

歴代理事長・代表理事
氏名 就任年月 退任年月

横田　弘 	 1989年4月 	 1991年12月

徳久　茂 	 1992年3月 	 1997年3月

野村　豊 	 1997年4月 	 2004年3月

佐々木　高久 	 2004年4月 	 2010年8月

仲谷　徹 	 2010年9月 	 現

歴代評議員会会長
氏名 所属等 就任年月 退任年月

渡辺　文夫 日本航空株式会社	名誉顧問 	 1989年4月 	 2003年3月

石川　滋 一橋大学	名誉教授 	 2003年4月 	 2005年3月

松本　洋 財団法人国際文化会館	顧問・理事 	 2005年6月 	 2009年6月

目黒　依子 上智大学	名誉教授 	 2009年6月 	 2012年3月

平木　俊一 日本経済性評価研究所	所長 	 2012年6月 	 現
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組織図
（2012年4月1日現在）

監査室 ● 内部監査

人事課
● 人事　● 服務　● 人材育成　● 給与/手当 
● 福利厚生　● 労働衛生　● 労働組合　 
● 専門家派遣

評議員会 総務部 総務課
● 理事会・評議員会運営　● 組織　● 文書　
● 広報　● 業務の総合調整　● 内部規程統制
● 法務　● 統計　● 情報管理　● 安全対策　
●JICS NGO支援

財務・経理課 ● 予算　● 決算　● 資金計画　● 出納管理
● 施設/物品管理　● 契約の調整

経営企画・管理調整課
● 経営分析　● 経営企画　● 中長期戦略　
● 業務第一部から第三部を含めた業務調整・
庶務

企画管理部

品質管理課
● 業務部横断的な品質管理　● 報告書、マ
ニュアル、契約書、の品質管理・保管　● 業務
品質管理（ノウハウ蓄積・参考文書管理含む）

理事会 代表理事 業務執行
理事 施設第一課 ● コミュニティ開発支援　 

● 防災･災害復興支援

業務第一部 施設第二課 ● コミュニティ開発支援 
● 防災･災害復興支援

施設第三課
● コミュニティ開発支援
● 防災･災害復興支援 
● 環境プログラム無償

機材第一課 ● 貧困農民支援（2KR） 
● 食糧援助（KR）

業務総括部長 機材第二課 ● 貧困農民支援（2KR） 
● 食糧援助（KR）

業務第二部 機材第三課 ● ノン・プロジェクト無償 
● 文化無償

監事 会計監査
人 特別業務第一課 ● 環境プログラム無償

特別業務第二課 ● 環境プログラム無償

地域第一課 ● 特定国･地域における 
  施設・機材調達

地域第二課 ● 特定国･地域における 
  施設・機材調達

業務第三部 国際機関課 ● 国際機関等関連業務

資金協力支援課 ● 円借款関連業務

技術協力支援課 ● 技術協力関連業務

契約審査室 ● 契約事務の基本的事項　● 入札・契約事務
の妥当性審査　● 契約審議会　
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一般財団法人日本国際協力システム 定款

第1章　総則

（名称）
第1条	 	この法人は、一般財団法人日本国際協力システムと称し、英文では

Japan	International	Cooperation	System（略称ＪＩＣＳ）と称する。

（事務所）
第2条	 この法人は、主たる事務所を東京都新宿区に置く。

第2章　目的及び事業

（目的）
第3条	 	この法人は、国際社会の平和と安定に寄与することを目指して、国際協

力事業における調達業務及び管理業務等を実施することを目的とする。

（事業）
第4条	 この法人は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
	 (1)国際協力事業における調達業務
	 (2)国際協力事業における管理業務
	 (3)	国際協力事業におけるコンサルティング業務
	 (4)	国際協力事業における調査及び研究
	 (5)	国際協力に関連するNGO等に対する支援
	 (6)	国際協力に関する普及啓発
	 (7)	その他この法人の目的を達成するために必要な事業
　　2	 前項の事業は、本邦及び海外において行うものとする。

第3章　資産及び会計

（財産の種別）
第5条	 この法人の財産は､基本財産及びその他の財産とする。
　　2	 基本財産は､理事会で基本財産とすることを議決した財産とする。
　　3	 その他の財産は､基本財産以外の財産とする。

（財産の管理運用及び処分）
第6条	 	この法人の財産の管理及び運用は､この法人の目的を達成するために

善良な管理者の注意をもって代表理事が行うものとし､その方法は理事
会の議決により別に定める財産管理運用規程によるものとする。

　　2	 	やむを得ない理由により基本財産の一部を処分しようとするとき及び基
本財産から除外しようとするときは､あらかじめ理事会及び評議員会の
承認を得なければならない。

（事業年度）
第7条	 この法人の事業年度は､毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

（事業計画及び収支予算）
第8条	 	この法人の事業計画書、収支予算書については、毎事業年度開始の日

の前日までに、代表理事が作成し、理事会の承認を受けなければならな
い。これを変更する場合も、同様とする。

　　2	 	前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまで
の間、備え置きするものとする。

（事業報告及び決算）
第9条	 	この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、代表理

事が次の書類を作成し、監事の監査を受け、かつ第3号から第5号まで
の書類について会計監査人の監査を受けた上で、理事会の承認を受け
なければならない。

	 (1)事業報告
	 (2)事業報告の附属明細書
	 (3)	貸借対照表
	 (4)	損益計算書（正味財産増減計算書）
	 (5)	貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書
　　2	 	前項の承認を受けた書類のうち、第1号、第3号及び第4号の書類につ

いては、定時評議員会に報告するものとする。ただし、一般社団法人及
び一般財団法人に関する法律施行規則第64条において準用する同規則
第48条に定める要件に該当しない場合には、第1号の書類を除き、定時
評議員会への報告に代えて、定時評議員会の承認を受けなければなら
ない。

　　3	 	第1項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に5年間備え置きすると
ともに、定款を主たる事務所に備え置きするものとする。

	 (1)監査報告
	 (2)会計監査報告

（剰余金の処分制限）
第10条	 この法人は、剰余金の分配を行うことができない。

第4章　評議員

（定数）
第11条	 この法人に､評議員5名以上11名以内を置く。

（評議員の選任及び解任）
第12条	 	評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律第179条から第195条の規定に従い、評議員会において行う。
　　		2	 	評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなけれ

ばならない。
	 (1)	各評議員について、次のイからヘに該当する評議員の合計数が評議

員の総数の3分の1を超えないものであること。
	 	 イ　当該評議員及びその配偶者又は3親等内の親族
	 	 ロ　	当該評議員と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様

の事情にある者
	 	 ハ　当該評議員の使用人
	 	 ニ　	ロ又はハに掲げる者以外の者であって、当該評議員から受ける

金銭その他の財産によって生計を維持しているもの
	 	 ホ　ハ又はニに掲げる者の配偶者
	 	 ヘ　	ロからニまでに掲げる者の3親等内の親族であって、これらの者

と生計を一にするもの
	 (2)	他の同一の団体（公益法人を除く。）の次のイからニに該当する評議

員の合計数が評議員の総数の3分の1を超えないものであること。
	 	 イ　理事
	 	 ロ　	使用人
	 	 ハ　	当該他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表

者又は管理人の定めのあるものにあっては、その代表者又は管
理人）又は業務を執行する社員である者

	 	 ニ　	次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体
の議会の議員を除く。）である者

	 	 	 ①国の機関
	 	 	 ②地方公共団体
	 	 	 ③独立行政法人通則法第2条第1項に規定する独立行政法人
	 	 	 ④	国立大学法人法第2条第1項に規定する国立大学法人又は同

条第3項に規定する大学共同利用機関法人
	 	 	 ⑤	地方独立行政法人法第2条第1項に規定する地方独立行政法

人
	 	 	 ⑥特殊法人又は認可法人

（評議員の任期）
第13条	 	評議員の任期は､選任後4年以内に終了する事業年度のうち､最終のも

のに関する定時評議員会の終結の時までとする。
　　		2	 	任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期

は､退任した評議員の任期の満了する時までとする。
　　		3	 	評議員は､第11条に定める定数に足りなくなるときは､任期の満了又は

辞任により退任した後も新たに選任された者が就任するまで､なお評議
員としての権利義務を有する。

（評議員に対する報酬等）
第14条	 	評議員に対して、各年度の総額が５０万円を超えない範囲で、評議員会

において別に定める報酬等の支給の基準に従って	算定した額を、報酬と
して支給することができる。
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第5章　評議員会

（構成）
第15条	 	評議員会は、すべての評議員をもって構成する。

（権限）
第16条	 評議員会は、次の事項について決議する。
	 (1)理事及び監事並びに会計監査人の選任及び解任
	 (2)理事及び監事の報酬等の額
	 (3)評議員に対する報酬等の支給の基準
	 (4)貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認
	 (5)定款の変更
	 (6)残余財産の処分
	 (7)基本財産の処分又は除外の承認
	 (8)	その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められ

た事項

（開催）
第17条	 	評議員会は、定時評議員会として毎年度6月に1回開催するほか、必要

がある場合に開催する。

（招集）
第18条	 	評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づ

き代表理事が招集する。
　　		2	 	評議員は、代表理事に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由

を示して、評議員会の招集を請求することができる。

（決議）
第19条	 	評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除

く評議員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。
　　		2	 	前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を

有する評議員を除く評議員の3分の2以上に当たる多数をもって行わな
ければならない。

	 (1)監事の解任
	 (2)評議員に対する報酬等の支給の基準
	 (3)定款の変更
	 (4)その他法令で定められた事項
　　		3	 	理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第

1項の決議を行わなければならない。理事又は監事の候補者の合計数
が第21条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者
の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することと
する。

（議事録）
第20条	 	評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成

する。

第6章　役員及び会計監査人

（役員の設置）
第21条	 この法人に、次の役員を置く。
	 (1)理事　3名以上7名以内
	 (2)監事　2名以内
　　		2	 	理事のうち1名を代表理事とする。
　　		3	 	代表理事以外の理事のうち、３名以内を業務執行理事とする。
　　		4	 	この法人に会計監査人を置く。

（役員及び会計監査人の選任）
第22条	 	理事及び監事並びに会計監査人は、評議員会の決議によって選任する。
　　		2	 	代表理事及び業務執行理事は、理事会の決議によって理事の中から選

定する。
　　		3	 	各理事について、理事とその理事の親族等である理事の合計数が、理事

の総数の３分の１以下でなければならない。

（理事の職務及び権限）
第23条	 	理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務

を執行する。
　　		2	 	代表理事は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表

し、その業務を執行し、業務執行理事は、理事会において別に定めると
ころにより、この法人の業務を分担執行する。

　　		3	 	代表理事及び業務執行理事は、毎事業年度に4箇月を超える間隔で2回
以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務及び権限）
第24条	 	監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報

告を作成する。
　　		2	 	監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法

人の業務及び財産の状況の調査をすることができる。

（会計監査人の職務及び権限）
第25条	 	会計監査人は、法令で定めるところにより、この法人の貸借対照表及び

損益計算書（正味財産増減計算書）並びにこれらの附属明細書を監査し、
会計監査報告を作成する。

　　		2	 	会計監査人は、いつでも、次に掲げるものの閲覧及び謄写をし、又は理
事及び使用人に対し、会計に関する報告を求めることができる。

	 (1)	会計帳簿又はこれに関する資料が書面をもって作成されているとき
は、当該書面

	 (2)	会計帳簿又はこれに関する資料が電磁的記録をもって作成されてい
るときは、当該電磁的記録に記録された事項を法令で定める方法に
より表示したもの

（役員及び会計監査人の任期）
第26条	 	理事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに

関する定時評議員会の終結の時までとする。
　　		2	 	監事の任期は、選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終のものに

関する定時評議員会の終結の時までとする。
　　		3	 	補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する

時までとする。
　　		4	 	理事又は監事は、第21条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満

了又は辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、
なお理事又は監事としての権利義務を有する。

　　		5	 	会計監査人の任期は、選任後1年以内に終了する事業年度のうち最終の
ものに関する定時評議員会の終結の時までとする。ただし、その定時評
議員会において別段の決議がされなかったときは、再任されたものとみ
なす。

（役員及び会計監査人の解任）
第27条	 	役員が次の各号の一に該当するときは、評議員会の決議によって解任す

ることができる。
	 (1)	職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。
	 (2)	心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えない

とき。
　　		2	 	会計監査人が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によっ

て解任することができる。
	 (1)	職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。
	 (2)	会計監査人としてふさわしくない非行があったとき。
	 (3)	心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えない

とき。
　　		3	 	監事は、会計監査人が、前項第1号から第3号までのいずれかに該当す

るときは、監事全員の同意により、会計監査人を解任することができる。
この場合、監事は、解任した旨及び解任の理由を、解任後最初に招集さ
れる評議員会に報告するものとする。

（役員及び会計監査人の報酬等）
第28条	 	理事及び監事に対して、評議員会において別に定める総額の範囲内で、

評議員会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額
を報酬等として支給することができる。

　　		2	 	会計監査人に対する報酬等は、監事の過半数の同意を得て、理事会にお
いて定める。
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（責任の免除または限定）
第29条	 	この法人は､役員及び会計監査人の一般社団･財団法人法第198条に

おいて準用される第111条第1項の賠償責任について､同法第198条
において準用する第114条第1項の規定により、理事会の決議によって､	
賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限度
として､免除することができる。

　　		2	 	この法人は、外部役員及び会計監査人との間で、一般社団・財団法人法
第198条において準用する第111条第1項の賠償責任について、同法
第198条において準用する第115条第1項の規定により、理事会の決議
によって、賠償責任を限定する契約を締結することができる。ただし、そ
の契約に基づく賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額と
する。

第7章　理事会

（構成等）
第30条	 	理事会は､すべての理事をもって構成する。

（権限）
第31条	 理事会は次の職務を行う。
	 (1)この法人の業務執行の決定
	 (2)理事の職務の執行の監督
	 (3)代表理事及び業務執行理事の選定及び解職

（招集）
第32条	 理事会は、代表理事が招集する。
　　		2	 	代表理事が欠けたとき又は代表理事に事故があるときは、各理事が理事

会を招集する。

（決議）
第33条	 	理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理

事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。
　　		2	 	前項の規定にかかわらず、一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律第197条において準用する同法第96条の要件を満たしたときは、理
事会の決議があったものとみなす。

（議事録）
第34条	 	理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成	

する。
　　		2	 	出席した代表理事及び監事は、前項の議事録に記名押印する。

第8章　顧問

（顧問）
第35条	 この法人に顧問５名以内を置くことができる。
　　		2	 	顧問は、学識経験者等の中から、理事会において任期を定めたうえで選

任する。
　　		3	 	顧問は、無報酬とする。ただし、その職務を行うのに要する費用の支払

いをすることができる。
　　		4	 	顧問は、代表理事の諮問に応え、代表理事に対し、意見を述べることが

できる。

第9章　定款の変更及び解散

（定款の変更）
第36条	 	この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。
　　		2	 	前項の規定は、この定款の第3条、第4条及び第12条についても適用	

する。

（解散）
第37条	 	この法人は､基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成功

の不能その他法令で定められた事由によって解散する。

（残余財産の帰属）
第38条	 	この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決

議を経て、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第5
条第17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものと
する。

第10章　公告の方法

（公告の方法）
第39条	 	この法人の公告は、電子公告により行う。
　　		2	 	事故その他やむを得ない事由によって前項の電子公告をすることができ

ない場合は、官報に掲載する方法による。

附則
1　	この定款は､一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人
及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に
関する法律第121条第1項において読み替えて準用する同法第106条第1項
に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。

2　	一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第
121条第1項において読み替えて準用する同法第106条第1項に定める特例
民法法人の解散の登記と､一般法人の設立の登記を行ったときは､第7条の
規定に関わらず､解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし､設立の登記
の日を事業年度の開始日とする｡

3　	この法人の最初の代表理事は､仲谷	徹、業務執行理事は、江塚	利幸、会計監
査人は､都井	清史とする｡

4　	この法人の最初の評議員は､次に掲げる者とする｡ 	 	
有田	典代、鈴木	一、竹内	正興、栩木	誠、中尾	哲也、平木	俊一、柳澤	賢一、
山野	幸子

5　この法人の登記の日に就任する理事及び監事は､次に掲げる者とする｡
　		理事　仲谷	徹、江塚	利幸、木谷	豊、井島	稔、矢澤	澄子
　		監事　樋之口	毅、政木	道夫
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コンプライアンス

JICSのコンプライアンス方針
　当財団は、国際社会の平和と安定に寄与することを目指し、国
際協力事業における調達業務などを実施しています。
　これら事業の活動においては、日本国政府、日本国民、被援
助国政府、被援助国国民、応札企業、契約企業（納入・施工・コン	
サルタントなど）、職員などのステークホルダー（利害関係者）が
存在します。当該ステークホルダーの利益をいかに確保していく
かが当財団の使命ともいえます。
　当財団が行う調達業務は、公共調達に相当するもので、透明	
性を確保しつつ公正かつ適正に事業を進めることが求められ
ます。このような観点から、コンプライアンスの遵守は組織	

および事業の基盤そのものであるだけでなく、ステークホルダー
の利益の増進につながるものとも捉えられ、最重要課題のひと
つと位置付けています。
　このコンプライアンス強化のため、JICSのMISSION,	
VISION,	VALUE（巻頭ページ「MVV」を参照）の具現化を上位
目標としつつ、次に示す行動規範に従って公正かつ透明性の高
い業務を遂行するための制度づくりや、職員一人ひとりの意識改
革や能力の向上を目的とした研修などを実施し、適切な組織運
営を行うとともに、業務実施に係るガイドラインなどに即した適
正な事業の実施に努めています。

JICSの行動規範
　私たちは、MISSION,	VISION,	VALUEに基づき、一層質の
高い国際協力を推進するため、次の10の原則を規範として行動
します。
	 1	法人としての責任
	 	　私たちは、国際協力の担い手としての自覚を持ち、本財団
に対する社会の要請に応え、責任ある行動をとります。

	 2	質の高いサービスの提供
	 	　私たちは、国際協力の実施に役立つ質の高いサービスを
迅速かつ効果的に提供し、関係者の満足と信頼を獲得するよ
う努力します。

	 3	法令等の遵守
	 	　私たちは、関係する法令、内部規定、社会規範、国際ルー
ル等を遵守します。また、これらに違反しない場合でも、社会
的良識に従って行動し、不適切な行為は行いません。

	 	　また、法令や規範等に違反する行為については発見した場
合、又は不注意により自ら行った場合を問わず、規定された
連絡先に報告、相談します。

	 4	海外現地事情への配慮
	 	　私たちは、海外活動に際して、現地の法令を遵守するとと
もに、伝統、習慣、文化、環境等に十分配慮します。

	 5	情報の開示
	 	　私たちは、事業運営の透明性を高め、事業内容、運営状況

等を積極的に開示します。
	 6	情報の管理
	 	　私たちは、個人情報保護に関する法令およびその他関連
規範の遵守、情報セキュリティー対策、守秘義務の徹底等に
より、個人情報を含め情報全体を厳重に管理します。

	 7	人権の尊重
	 	　私たちは、いかなる場合においても、人権を尊重し、性別、
年齢、国籍、人種、民族、信条、宗教、社会的身分、身体障害
の有無等により、差別を行いません。

	 8	反社会的勢力等への対応
	 	　私たちは、社会の秩序および安全に脅威を与える反社会
的勢力および団体に対して、毅然とした姿勢で対応します。

	 9	環境の保全
	 	　私たちは、環境問題への取組みを重要な使命と認識し、自
主的かつ積極的に環境の保全に努めます。

	10	職場環境づくり
	 	　私たちは、職場秩序を保持し、役職員がその能力を最
大限発揮できるよう、安全で働きがいのある職場環境づく
りに努めます。また、本財団は、国内外における役職員の	
安全確保のために危機管理体制を確立し、常に安全管理に
努めます。

コンプライアンスに係る取組み
　上記に示す行動規範を実現するために、組織として次に示す
規程を制定し体制を構築してきています。
●		「コンプライアンス委員会」を開催するとともに、必要に応じ
て主要な課題ごとに作業部会を設置し、コンプライアンスを	
推進

●		監査室を設置し、内部監査を実施するとともに、公認会計士お
よび税理士による外部監査を実施

●		契約審査室を設置し、調達手続き（入札・契約事務など）に	
関わる妥当性の審査を実施

●		法令違反などを未然に防ぐとともに、適切に対処することを目
的とした内部通報制度を構築

●		公正な職場の秩序および規律の確保のため、ハラスメント	
行為の防止および排除のための措置を定め、相談員を組織内
に配置し、職員研修を実施

●		外務省が発出する「危険情報」に応じて渡航（出張）の安全性や
妥当性の検討・確認、および安全対策措置などを審議する安全
対策会、又は安全対策ブリーフィングを実施

●		衛生委員会を設置し、職場における職員などの安全と健康を
確保し、快適な職場環境を保持する活動を実施

個人情報保護への取組み
　当財団では、個人情報保護方針、保護すべき個人情報、個
人情報を保護するために必要な活動などを明示し、これらに準
拠した運用を行うことを目的とした個人情報保護基本規程を
制定しています。これらの個人情報保護への取組みに関連し
て、2011年6月17日付でプライバシーマークを取得しました。	

今後も組織全体として個人情報に対する
適切な取扱いを続けていくとともに、職員
などに対して、個人情報保護に関する一層
の意識向上に取り組んでまいります。
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●プロジェクトオフィス所在地（全24カ所）
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